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静岡地学 76号 (1997)

〆時幅制〆

谷 川

1997 年 8 月 25 日間~26 日制に l 治 2 日で行わ

は8テーマは、[夏の夜の海蛍と

テレピ番組製作の取材として

の巡検の

さらに

るOについて

るO 案内は

イレクターも 1 しれ-0

くのスーパーマ い出し

るドームハウスであワ、

ツト

ち

ま山、

ともいえ

'自 し し

ちに辺りも くなって O いよいよ O 

'た。 し いるうO 

l 

A 

e

本

-



る した。すぐ

3 

うだ)、

り、

とにしん 0

ち交じっ

2~ の

O 

、
わ
/

とし される

している

し〉〕の

る

も

る
る

じ
さ

交れソ

さ

ようハ目。 にある

48-



静岡地学 76号 (1997)

外浦海岸の く見られる O

ルシアェリンのルシアエラーゼ、
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